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加
工

の

総

合

商

社

、
日

創

プ

ロ
ニ
テ

ィ

（

本
社

＝

福

岡
市

、
石

田

徹

社

長
）

は

熱

中

症

対

策

ブ

ー

ス

「
ア

ン

チ

ピ

ー
ト

ブ
ー

ス

」

を

開

発
し

、
１

日

か
ら

発

売
し

た

。
組

み

立
て

と

解

体
が
容
易
で
工
場
内
の

任

意
の

場
所
に
設
置
で

き
、

ス

ポ
ッ
ト

ク
上

フ
ー
を
用

い

る
こ

と
で
熱
中
症
の

疑

い
の
あ
る
作
業
員
の

一
時

救
護
ス

ペ
ー
ス
と
し
て

活

用
で

き
る
。
Ｉ
－

２

人
用

「
1
‾‾Ｔ
 
’
 
1
4

ｓ
r
 
1
1
1
1
X
 
“
 」

と
３
－

４
人
用

、
６
－

７

入
用
の
サ
イ

ズ
を
用
意
す

る
が
、
パ
ネ
ル
の
組
み

合

わ
せ
で

特
注
サ
イ

ズ
も
可

能
と
な
っ
て
い
る

。
目
標

年
間
販
売
台
数
は
現
在
検

討
中

。

アン チピ ートブ ー ス ＣＧイj

１＆
'
ｒ
'Ｍ

４

ｊ
　
ｙ

Ｉ

ム
に

ガ
ル

バ

リ

ウ

ム

鋼

板

を
、
カ
バ
ー
・

幅
木
に

カ
ラ
ー

鋼
板
を
使
用

。

壁
面
は
表
面
材

に
カ
ラ

ー
鋼
板

を
用
い
た
断
熱

ｒ

Ｊ

｝

ノ

ネ
ル

サ
イ

ズ
に

応

じ
て

１

－

２

人
用

（
９

０

０

卵
×

１
（
χ
）Ｏ

Ｏ

戸ゝ
）
%

‐

ｑ
ｙ

用

（
1
8
0
0

χ
1
8
0

0

）
、６
－

７

人

用

（
1
8

0
0

χ
2
7
0
0

）

の
３

種

類

を

ベ

ー
ス

と

す

る

。

パ

ネ
ル

の

組

み

合
せ

に

よ

生
産
設
備
レ
イ
ア
ウ
ト

の

変
更
が
発
生
し
て

も
、
解

体

お

よ

び

移

設

が
容

易

で

、
工
場
レ
イ
ア
ウ
ト
の

状
況
に

応
じ
て

窓
と
ド
ア

の
位
置
を
変
え
ら
れ
る
。

ス
ポ
ッ
ト
ク
上

フ
ー
は

別
売
り

だ
が
、
同
社
に
よ

る
と
所
持
し
て

い
る
工
場

が
多
い

た
め

、
ブ
ー
ス
の

み
の
購
入
が
可
能
。
ま
た
、

広
い
空
間
で
の
使
用
す
る

よ

う
設
計
さ
れ
て
い
る
た

広ﾉ 罵 Ｚ
八。

。､ＵR

鳥

取

鉄

構

工

業

人

「
次
世
代
の
会
」
を

鳥

取

県

鉄

構

工

業

会

（

理

事
長

＝

福

田

秀
章

、

大

照

建
工

社

長

）
は

５

月

2
8日

ホ
テ

会
か

体
調
不
良
で

長
期
入
院
す

る
前
理
事
長
の
神
崎
隆

丁

神
崎
鉄
工
社
長
の
後
任
と
し

て

昨
年
８
月
か
ら
理
事
長
代

行
を
務
め
、
今
年
３

月
の
理

事
会
で
６
代
目
理
事
長
に
就

任

。
大
分
県

鉄
構
工
業
会
は

1
9
7
2

年
に
2
8社
で
ス

タ

ー
ト

。
7
9年
に
法
人
認
可

。

大
分

、
別
府
・
杵
築
、
宇
佐

・
高
田
、
中
津
、
県
南
の
５

地
区
に
支
部
を
置
き

、
現
在

は
児
］社
が
加
盟
。
全
国
鉄
構

工

業
協
会
の
「
経
営
力
向
上

研

修
会
」
の
ベ
ー
ス
と
な
る

研

修
会
を
先
駆
け
て
実
施
す

る
な
ど
先
進
的
な
取
り
組
み

を
行

っ
て

き
た
。
以
前
か
ら

延
期
せ

ざ
る
を
得
な
い

状
況

が

続
き

会

合
も

ウ

ェ

ブ
中

心
。「
コ

ロ
ナ
の
最
大
の
症
状

は
人
と
人
を
分
断
さ
せ

、
孤

立
さ
せ
る
こ
と
」
と
し
た
上

で

「
寄
り
添
っ
て
分
か
ち
合

え
る
の
は
人
間
の
み

。
対
面

だ
か
ら
こ
そ
腹
を
割
っ
て
話

せ

る
こ
と

が
あ
る
」
と
話
し

、

組
織
の
若
返
り
に
注
力

の

課
題
に
組
織

の

若
返
り
を
挙

げ
、
青
年
部
会

の

活
性
化
な
ど

に
注
力
し
た
い

考
え

。

た
だ

、
新
型

コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス

禍
で
多
く
の

活
動
は
中
止
・

リ
ア
ル
と
ウ

ェ
ブ
の
（

イ

ブ

リ

ッ
ド
形
式
で

の
実
施
を
検

討
す
る
。

足
元
の
状
況
に
つ
い
て
は

「
Ｈ

グ
レ

ー
ド
は
手
持
ち

が

あ
る
が
、
Ｍ
グ
レ

ー
ド
以
下

は
少
な
い
」
と
話
す
ほ
か

、

鉄
骨
単
価
の
下
落
や
材
料
高

騰
な
ど
り
Ｉ
マ
ン

ー
シ
ョ
ッ

ク
か
ら
徐
々
に
立
ち
直
っ
て

き
た
収
益
面
で

も
厳
し
さ
が

増
す

。
先
行
き
に
つ
い
て
「
今

年
の
夏

ご
ろ
に
は
潜
在
的
需

要

が
出
て

く

る

と

思

っ

た

が
、
足
元
の
材
料

高
騰
で

見

合
わ
せ

る
動
き
も
あ
る
の
で

は
な
い

か
」
と
懸
念
す
る

が
、

「
木
材
も
高
騰
す
る
中
、
案

件
が
あ
れ
ば
工
期
も
短
い
鉄

骨
が
優
位
」
と
も
語
る
。

（
田
島

佑

一
）

―

‐
1
1
1
1
1
1
1▽

清
松
芳
夫
（
き
よ

ま
つ

・
よ
し

お
）
氏
＝
8
6年
大
分

大
院
修
了

後
、
三
井
造
船
入

社

。
9
2年
７
月

、
清
松
総
合

鉄
工
入
社
、
1
3年
２
月
か
ら

社
長

。
県
工
業
会
で

は
1
3年

か
ら
副
理

事
長
を
務
め
、
2
0

年
８

月
理
事
長
代
行
。
2
1年

３
月
理
事
長

。
同
年
全
構
協

九
州
支
部
理
事

。
6
1年
８
月

1
0日
生
ま
れ
。

大分県鉄構工業会
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